
工業 
 科目 実習 （必修） 

授業時数 ３ 単位 

情報技術科 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展を担う職業人として必要な 

資質・能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ３０時間 ２学期 ４２時間 ３学期 ３３時間 

一斉実習 

・JavaScriptゲーム制作 

・デザイン実習 

 

３０ 実技学習（第 1ローテーション） 

・シーケンス制御①<ハードウェア技術> 

・Androidアプリ①<ソフトウェア技術> 

・3DCAD④<ソフトウェア技術> 

・AI画像処理<ネットワーク技術> 

４２ 実技学習（第 2ローテーション） 

・アナログ回路<ハードウェア技術> 

・Androidアプリ②<ソフトウェア技術> 

・デザイン実習④<マルチメディア技術> 

・AI ロボット入門<ネットワーク技術> 

３３ 

 

教材  授業の進め方 

自主作成教材（プリント）  各実習テーマを通して，各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に

理解を深め，関連する技術を身につけることができるよう４班編成で行い，テ

ーマ終了時にはレポートを作成して提出する。 

アドバイス：工業の各分野に関する知識や技術を身に付ける科目であるので，欠席

することなく授業を受けることが望ましい。やむを得ない事情等で欠席した場合は，

早急に担当教諭に申し出て補充を行っていただき，レポート等の課題を提出する。レ

ポート等は決められた提出期日を守ることに努める。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，関連す

る高度な知識や技術を身に付け

ている。 

「習得する」状況で，かつ，課題を

見出す力に優れ，深い考察と表

現力に優れている。 

「習得する」状況で，かつ，更なる

向上を目指して，繰り返し学びを

深めることができている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野に関する技術を実

際の作業に即して総合的に理解

しているとともに，関連する技術を

身に付けている。 

工業の各分野の技術に関する課

題を発見し，工業に携わる者とし

て科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を

身に付けている。 

工業の各分野に関する技術の向

上を目指して自ら学び，工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を身に付けている。 

評価方法 

成果物 

グループワーク 

行動観察 
グループワーク 

レポート 

行動観察 
グループワーク 

レポート 

 

 

 

 

 

 



単元別 評価規準 

 ハードウェア技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，ハードウ

ェアに関する高度な知識や技術を

身に付けている。 

「習得する」状況で，かつ課題を見

出す力に優れ，深い考察と表現力

に優れている。 

「習得する」状況で，かつ自ら学ぶ

姿勢が顕著で，繰り返し学びを深

めることができている。 

習得する 

（わかる） 

ハードウェアについて機能，構成

及び制御技術を踏まえて理解し

ているとともに，関連する技術を

身に付けている。 

ハードウェアに関する課題を発

見し，技術者として科学的な根拠

に基づき工業技術の進展に対応

し解決する力を身に付けている。 

ハードウェアを開発する力の向

上を目指して自ら学び，情報技

術の発展に主体的かつ協働的に

取り組む態度を身に付けてい

る。 

 

ソフトウェア技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，関連す

る高度な知識や技術を身に付けて

いる。 

「習得する」状況で，かつ課題を見

出す力に優れ，深い考察と表現力

に優れている。 

「習得する」状況で，かつ自ら学ぶ

姿勢が顕著で，繰り返し学びを深

めることができている。 

習得する 

（わかる） 

コンピュータのソフトウェアに

ついてシステムソフトウェアと

プログラミングツールを踏まえ

て理解しているとともに，関連す

る技術を身に付けている。 

コンピュータのソフトウェアに

関する課題を発見し，技術者とし

て科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を

身に付けている。 

コンピュータのソフトウェアを

開発する力の向上を目指して自

ら学び，情報技術の発展に主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

 

マルチメディア技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，関連す

る高度な知識や技術を身に付けて

いる。 

「習得する」状況で，かつ課題を見

出す力に優れ，深い考察と表現力

に優れている。 

「習得する」状況で，かつ自ら学ぶ

姿勢が顕著で，繰り返し学びを深

めることができている。 

習得する 

（わかる） 

マルチメディアを活用した表現方

法，編集・加工方法を理解するとと

もに，関連する技術を身に付けて

いる。 

マルチメディアに関する課題を発

見し，情報産業に携わる者として合

理的かつ創造的に解決する力を身

に付けている。 

マルチメディアの効果的な活用

を目指して自ら学び，情報技術

の発展に主体的かつ協働的に取

り組む態度を身に付けている。 

 

ネットワーク技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

「習得する」状況で，かつ，関連す

る高度な知識や技術を身に付けて

いる。 

「習得する」状況で，かつ課題を見

出す力に優れ，深い考察と表現力

に優れている。 

「習得する」状況で，かつ自ら学ぶ

姿勢が顕著で，繰り返し学びを深

めることができている。 

習得する 

（わかる） 

ネットワークについて体系的・系統

的に理解するとともに，関連する技

術を身に付けている。 

ネットワークに関する課題を発見

し，情報産業に携わる者として合理

的かつ創造的に解決する力を身に

付けている。 

ネットワークの安全かつ効率的な

活用を目指して自ら学び，開発，

運用及び保守などに主体的かつ

協働的に取り組む態度を身に付

けている。 

 


